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引阿
脅
は
な
た
せ
る
、
実
に
紙
大
な
自
然
の
中
に
み
ず

か
ら
を
忘
れ
る
j

i
－－

乙
と
回
開
高

一
O
三
、
八
七
米
の
地
点
に
、
白
タ
イ

戸
で
、
よ
そ
お
い
を
こ
ら
し
た
、
市
川
さ

一
二
、
四
六

米
の
、
宮
崎
保
灯
台
が
、
青
空
の
も
と
、
く
っ
き
り

と
そ
の
盗
を
あ
ら
わ
す
。
昭
和
三
十
四
年

一
月
十
五

日
の
建
設
、
点
灯
開
始
で
あ
る
。

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部
〈
新
潟
市
）
生
地
舟
航

路
標
識
事
務
所
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。
説
明

す
る
ま
で
も
な
く
、
富
山
湾
内
の
諸
港
へ
出
入
り
す

~ 

． ． 

. (1) 

宮

崎

鼻

灯

台

宮
崎
の
臨
時
神
社
の
拝
殿
う
ら
か
ら
、
博
物
館
コ

ー
ス
を
登
っ
て
ゆ
く
と
、
原
生
林
の
シ
イ
、

ツ
マ
な

ど
の
巨
木
の
う
っ
そ
う
と
生
い
し
げ
る
中
に
、

神
さ

び
て
建
つ
、
奥
の
院
に
到
達
す
る
。

こ
の
あ
た
り
か
ら
眺
め
る
宮
崎
海
岸
の
こ
ん
べ
き

の
海
の
色
は
、
原
生
椋
の
樹
聞
か
ら
見
お
ろ
さ
れ
て

ち
ょ
う
ど
北
海
道
の
阿
寒
国
立
公
闘
の
摩
周
湖
の
景

観
の
そ
れ
に
似
て
、

訪
ね
る
人
ら
を
し
て
、
賞
讃
の

、ノ
、
~ 

前
．

1
6
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一 （2）一

r、削市船
ハ
航
路
の
叱
へれ
そ

γふ
れ
け

h
hド
使
命
は
だ
に

ト
八

kg
ト
ο

ぺ
、．九
勺
X

八）
カ
ン
ヂ
ラ
の
燭
光
を
、

十

一
樹
唱
の

と
こ
ろ
ま
で
と
ど
か
せ
て
い
る

on勤
特
制
機
（
日

光
に
よ
る
自
動
ス
イ

ッ
チ
）
で
操
作
さ
れ、

一二

0
0

ミ
リ
大
の
レ
ン
ズ
れ
小
に
ど一

O
Oワ
ッ
ト
の
地
球
が

以

η
「
け
ら
れ
て
い
て
、
け
川
伐
と
と
も
に
、
日
動
式

で
引
が
と
も
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
川
川
筒
は
昨
鮮
れ
光

で
、
一昨山
ハ
秒
へ
だ
て
て
、
円
秒
間
二
問
光
す
る
よ
う

に
什
．組
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

臼
の
川
と
と
も
に

臼
動
式
に
灯
が
き
え
て
い
く
。

す
べ
て
、
山
動
式
に
な

っ
て
い
て
、
I

仰
抵
の
旧
安
口

は
、
た
だ
ち
に
バ
ッ
テ
リ
ー
が
は
た
ら
い
て
、

二
日

間
仰
の
作
電
で
・
も
尚
灼
す
る
こ
と
は
な
い
。
充
電
も

什
動
的
に
、
電
球
が
断
芯
し
た
と
き
も
自
動
的
に
変

盛
し
て
、
片
時
で
も
消
灯
し
て
夜
の
船
舶
の
航
行
に

危
険
を
あ
た
え
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

月
に

一
一刷、

山服
部
市
生
地
の
事
務
所
か
ら
、
係
官

が
総
由
民
の
点
検
に
巡
倒
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
コ

係
円
円
か
ら
は
次
の
よ
う
な
要
望
が
あ
「
た
。

心
は
い
h
f
ヵ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
、
臼
タ
イ
ル
は

は
が
さ
れ
る
し
、
ら
く
が
き
は
す
る
し
、
ま
た
懇
ガ

ヲ
ス
ぷ
ど
俄

「
た
り
い
た
ず
ら
は
絶
え
な
い
。
公
共

の
純
誌
を
み
ん
な
の
hu
で
大
切
に
し
た
い
も
の
だ
。

ぐ
ち
一
っ
こ
ぼ
す
こ
と
な
く
「
く
る
夜
も
く
る
夜

も
そ
の
使
命
を
忠
実
に
は
た
し
て
い
る
灯
台
を
か
わ

い
が
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

…
自

衛

官

募

集

…

毎

月

入

隊

資

格
H
満
十
八
才
J
満
二
十
五
才
未
満
の
男
子

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
総
務
課
ま
で
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
自
衛
隊
に
関
す
る
資
料
も
豊
富
に

・取
り
そ
ろ
え
て
あ
り
ま
す
。

識

別

・

項

仁
場
誘
致
指
苫
補
償
の
結
果
に
つ
い
て

一
応
妥
結
し
た
経
過
に
つ
い
て
報
告

県
東
地
域
議
国
協
議
会
設
立
総
会
に
つ
い
て

設
立
総
会
を
四
月
十
九
日
に
行
な
う
こ
と
と

し
、
役
員
の
内
選
を
行
な
う
。

黒
東
地
域
蹟
員
協
障
会
股
立
総
会
四
、

一
九

金
沢
入
善
議
会
議
長
を
総
会
議
長
と
し
、
会
を

進
め
る
。

mm約
の
決
定
、
役
員
の
選
出
、
正
副
会
長
の
互

選
、
顧
問
、
参
与
の
委
嘱
が
行
な
わ
れ
、
こ
こ
に

＼
1
／

黒
東
地
域
議
員
協
議
会
が
発
足
す
る
。

役
員
、
顧
問
、

参
与
は
次
の
と
お
り

会

長

金

沢

太

一

（
入
普
町
議
会
議
長
）

沢

蝦
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（
朝
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朝

日

町

議

会

議

員

谷
口
栄
蔵
氏
逝
去

（山

崎

六

七

才
）

－
E
・
E
・
－

E
・
E
・
－
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町
議
会
議
員
谷

一品

機

錦

繍

関

－

日
公
誠
氏
が
、
脳

一

＼

守

内

V

－
J

－v
園

軟
化
舵
の
た
め
、

瓦

＼

詮

盗

闘

志

－

四
月
四
け
午
前

O

扇
b
F

－L

訟
で

lyn－－
e
時
四
十
五
分
逝
去

司
a
E園
田
障
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E
B
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さ
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ま
し
た
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－
－
－
－
－
－
－
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－
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E

氏
の
生
前
銭
さ

れ
た
的
組
ば
数
妥
く
、
今
後
に
も
大
き
な
期
待
が
か

け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
の
に
、
突
然
の
逝
去
は
悲
し

み
て
余
り
あ
る
も
の
が
あ
り
、
非
常
に
出
し
ま
れ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
c

作
段
は
氏
の
幼
績
を
讃
え
、
四
月
六
日
午
後
一
時

か
ら
行
持
院
に
お
い
て
、
大
正
依
ぃ
山
保
勝
会
、
朝
日

町
必
林
制
A
U
の
合
川
作
と
し
て
と
り
行
な
わ
れ
ま
し

ひさ

附

川町

〈
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は
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ら
の
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w
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叫
川
町
が
林
組
合
以
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叫
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叩
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社
会
福
祉
事
業
資
金
に
ご
協
力
を

明
日
町
社
会
隔
世
協
議
会
で
は
、
社
会
福
祉
活
動

の
基
本
方
針
に
の
っ
と
り
、
関
係
間
体
や
町
民
各
川

の
協
刀
の
も
と
、
民
間
社
会
制
祉
引
業
細
川
伐
の
陸
北

を
目
ざ
し
各
陣
の
行
法
に
よ
り
悩
祉
資
金
の
符
合
を

し
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
と
刷
方
を
お
願
い
し
ま
す
u

昭
和
竺
十
九
年
度
に
福
祉
引
業
資
金
と
し
て
得
附

く
だ
さ
い
しま
し
た
万
を
制
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本

紙
を
借
り
て
浮
く
お
礼
山
中
し
あ
げ
ま
す
c

昭
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亡
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潜
治
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亡
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の
山
長
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ご
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J
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野
間
み
ね
出
附
亡
夫
の
川
防
長

一
向に
、『仁
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、
－

円

引

搭

h
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飢

必
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、
・
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間
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働
き
な
が
ら
学
一
小
山
作
消

A
は
、
み
忽

ざ
ん
一
L
ょ
せ
る
町
民
の
別
行
に
こ
た
え
、

よ
り
よ
い
争
市
服
県
を
け
さ
し
、

技
能
m
v

み；

修
叫
に
、
山
己
の
研
酬
い
に
努
力
し
て
く
だ

さ
い
－ヤ

ま
た
父
兄
の
み
な
さ
A
も
‘
こ
れ
ら
働
一

く
s
川
作
た
わ
の
、

ま
じ
め
な
岬
1

押
活
動
に

犬
家
川
、

探
い
と
川
柳
L
一
川
聞
い
愛
情
に
よ

刈
し
て
、

ソ
て
亡
山川
h
り
く
だ
z
hる
よ
・
ヲ
お
願
い
し
ま

（
刷
ベ
h

川
尻

k
i
h

s
aA

m

｛
 

明るく正しい選挙

一

票

の

力

六
月
に
は
参
議
院
議
員
選
挙
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

い
ま
ま
で
、
選
挙
の
浄
化
を
叫
び
つ
つ

経
多
の
選
挙
を
終
え
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
た
び
に
ど
こ
か
に
残
る
心
の

o
わ
び
し

さ
庁
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
本
当
に
住
民
に

密
泊
し
た
、
晴
れ
ば
れ
し
い
選
挙
が
行
な

わ
れ
る
の
ど
ろ
・っ
か
と
も
ど
か
し
く
な
る

の
が
常
で
す
。

投
京
は
自
由
だ
が
、
自
分
の
投
じ
た
一

票
が
本
当
に
自
分
の
幸
せ
の
た
め
の
、
社

会
全
体
の
上
手
せ
の
た
め
の

一
演
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
c

自
分
の
投
じ
・た
十
両
ポ
が
不
幸
に
し
て

E

の
日
を
見
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
一

行
政
相
談
委
員
に

大

菅

佐

津

喜

氏

委

嘱

開
和
四
十
年
院
の

行
政
相
談
香
口
と

L

て
、
穴
薗
国
後
遺
喜
氏

（朝
日
町
泊
三
九
六

）
が
行
政
行
班
庁
長

山
い
か
ら
香
唱
さ
れ
ま

し
た
。

れ
版
刷
談
後
い
川
は
、
行
政
機
関
の
と

っ
た
処
置
に

ぶ
．
が
や
不
満
が
あ
る
と
か
、
納
仰
の
い
か
な
い
場
合

問
題
の
併
決
に
ご
協
h
H申
し
あ
げ
る
た
め
ぷ
け
ら
れ

て
い
る
・
む
の
で
す

行
政
相
談
恐
い
口
は
、
自
宅
に
お
い
て
街
さ
ん
の
相

談
を
受
促
し
て
、
一
日
山
行
政
監
察
尚
へ
連
絡
す
る
と

と
も
に
、

U
M
か
・り
そ
の
処
即
の
結
果
に
つ
い
て
通
知

を
受
け
て
、
川
町
い
さ
ん
の
納
併
の
い
く
解
決
を
は
か
る

社
宗
を
担
巾
ー
さ
れ
ま
す
。

な
お
山
刊
wh州
市
川
引
に
つ
い
て
は
、
純
情
を
守
る
こ
と

－二
L

a
て
お
り
ま
す
か
・
サ
示
以
内
に
ご
利
川
く
だ
べ
一

n
，ι
守，a
a峰
a

票
は
当
選
者
に
対
す
る
態
担
の
点
と
な
り

ひ
い
て
は
当
選
者
が
落
選
者
に
対
し
て
強

い
寅
任
を
負
う
こ
と
に
な

っ
て
立
派
に
生

き
て
い
ま
す
。

選
挙
の
過
ぎ
去
っ
た
あ
と
で
、
人
ご
と

の
よ
う
に
、
闘
民
の
闘
い
に
そ
ぐ
わ
な
い

中
央
の
政
治
、
住
民
の
戸
に
乙
た
え
な
い

自
治
体
の
首
長
、
議
員
、
と
の
の
し
り
あ

う
こ
と
が
井
戸
端
の
お
き
ま
り
に
な

っ
て

い
ま
す
。

悔
い
を
嘆
き
、
批
難
す
る
前
に
、
私
た

ち
の
一
票
が
そ
の
起
因
を
つ
く
っ
て
い
る

こ
と
を
反
省
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の

一
票
の
力
を
信
じ
、
利
権
私

情
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
自
分
の
倍
ず
る
人
へ

投
じ
ま
し
ょ
う
ν

〈
明
る
く
正
し
い
選
挙
准
進
協
議
会
）

児
童
扶
益
子
叫
」
制
度
は
、
昭
和
三
十
じ
年

一
月
一

H
か
ら
施
行
さ
れ
、
ド
メ
給
条
件
は
父
母
が
婚
姻
を
解

消
し
た
児
童
、
ハ
ス
一
か
死
亡
し
た
児
謀
、
父
が
虎
肢
の

状
態
に
あ
る
児
童
、
父
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
川
ん
堂
、
父
が
引
続
き

一
年
以
上
週

来
し
て
い
る
山
担
、
父
が
法
令
に
よ
り
引

続
々
二

年
以
上
拘
祭
さ
れ
て
い
る
山
誠
と

な

ワ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
山
前

一
人
に

つ

き
月
一
、

仁、
－V
仁
川
、
．

一人

↑
、
七

C
f

O
円
、
一
一
一
人
以
上
二
人
を
除
く

一
人
に

つ

き
問

Q
U円
加
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
し

之
給
月
は
一
月
、
五
月
．
九
月
と
伝
っ

て
い
る
以
は
福
社
年
金
と
同
様
で
す
二

之
給
制
限
は
本
人
川
得
（
半
年
分
｝
－

一

十
万
円
に
対
象
児
童

一
人
に
二一
万
円
を
れ

許
し
た
額
を
こ
え
る
と
き
で
、
こ
の
場
件

宇
治
は
点
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
c

つ児童扶養手当制度を刺用しよ

こ
の
子
市
ー
を
交
け
る
資
料
か
あ

っ
て
ま

だ
交
け
て
お
ら
れ
な

G
I－－
d
当
ij

誌
は
す
汚
点
、
述
、
れ

V
V

ヘハ～ハ・附け）

今
川、u

合
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T4m 
だ検保

毎
日
の
こ
と
で
あ
り
な
が
ら

時

案
外
無
関
心
な
の
が
爾
の
み
が

場
陸

き
万
。
と
く
に
大
人
は
習
慣
的

田
町

に
、
左
右
に
才
シ
ゴ
シ
動
か
し

恥

訓

て

あ
っ
さ
り
す
ま
し
て
い
る
人

k
t
u

が
多
い
よ
う
で
す
が
、
正
し
い

み
が
き
万
は
、上
の
歯
は
じ
か
ら
下
へ
、
下

の
閣
は
下
か
ら
上
に
こ
す
る
。
つ
ま
り
、曲

ぐ
ぎ
に
関
プ
ラ
シ
の
腹
を
あ
て
て
、
同
転

さ
せ
る
安
調
で
み
が
く
の
が
用
組
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
ま
す
と
、
耐
と
闘
の
聞

の
よ
ご
れ
が
と
れ
、
樹
ぐ
ぎ
の
マ
ッ
サ

ー

ジ
に
も
な
り
、
断
肉
を
丈
夫
に
も
し
ま
す
H
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一一
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一一
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－
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r
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一
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一
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何
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一月
一月
一月
一
月

一月一
4
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一7
一8
一9
一叩
一円
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一2
一3

ひさあ（思？話~4~~~） 第1 1 7号(3) 

一
カ
所
十
四
ほ
ど
す
っ
、
4

一一
分
間
ほ
ど

か
け
て
み
が
く
の
が
適
当
と
イ
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

中
年
す
ぎ
て
街
肉
が
弱
っ
て
い
る
と
き

に
、
樫
い
歯
ブ
ラ
シ
で
横
み
が
き
を
し
ま

す
と
、
樹
ぐ
き
が
切
れ
て
細
閣
が
入
旬
、

口
a

中
の
病
京
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
日

街
プ
ラ
シ
を
買
い
求
め
に
な
る
と
き
は

な
る
べ
く
や
わ
ら
か
い
毛
の
も
の
を
選
定

に
な
り
、
使
用
の
後
、
ち
が
す
り
へ

っ
た

場
合
は
、
早
日
に
交
換
さ
れ
た
万
が
よ
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
歯
プ
ヲ
シ
を
使
用
後
、
ビ
ニ
ー

ル
の
ケ

l
ス
に
人
れ
て
お
く
人
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
パ
イ
キ
ン
を
長

勺
て
い
る

よ
う
な
も
の
で
す
む
旅．
H
の
と
き
以
外
は

γ

l

λ

に
入
れ
て
お
く
の
は
禁
物
で
す
ο

（
民
生
謀
）
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保
健
所
（
阿
川
、

…目J
川
崎
対
象
）
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’
n
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飢
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m
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・却
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公
民
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m
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旧・
叩
！
ロ
・
叩
五
箇
庄
農
協
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日

－
m
t日
・
∞
桜
町
保
育
所

引

日

旧

・

叩

J
ロ
・
∞
東
草
野
組
合

ク

は

－

m
l
日
・却
広
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保
育
所

成
人
・
柄
検
診

円
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ノ
’
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n
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1
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境
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昭和40年度結核健康診断実旋回程表

実lfl.il月IJI会 場 i 対象

s. 1 I仰 I I時金i'C;J.r~I 町J_l l暫一
一一ー｜閉慢持一色~I主主ュ竹の内、 小更
6. 2 JI配i~＼＿堕J何！ 剛J
｜柳田公民館｜柳問、チ｜ニノ I］、不動常

s .. 11 I埋A、学幽壇
目立｜左ーモ企邑堕I~平
｜蛭谷小学閥蛭谷、谷の一部

6. 16 I一一一一一「ー一 一一一一一一 一一
ー一｜喧盟企主捌霊忠直員三石谷、登R二部
6'18 ！創出血星~I 盤E、 _J~J~－躍J尾敷
’二l!Ll凶主箆｜笠 LJI__ 
e作句｜羽入公民矧羽入
6 23 I一一一一一一－－1一一一一一一一
守一ー｜宮崎小学校｜宮崎

6 24陣堅企~_fill；遡竪一 一一
一二斗」三浦町輪覚寺J亙旦盟主塑監塁王町三弥生直

~ ,,n I小在池公民館：小在池、花房、山崎新、棚山
6.29 I 「一一一一一一一一一一一一一一一－I 
．．－’ IW崎小学校1辻岩崎、越、tlJ I 

一Z
一1」~I也公＿15:~1旦!I..：－§町占~空~塵一
」ヱょ16J泊公民飼5』ll＿：：：－？プ目＼亙盟主主翠LI-Hf-I道二E盟到主型車、平柳、栄町、日東町
一一 二 二一二一本実FE_!l洋校｜大家庄、金r~田、 三枚橋 ．
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J
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J
ロ
・
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蜂
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公
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飢
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m
l
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∞

大
家
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－
m
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赤
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公
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飢

下
山
新
公
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一 一一ツ

反

μ
日

目

・叩
！
日
－

m

B
C
G

お

日

目

－

m
t日
・
∞

間
保
地
区
（
南
保
公
民
館
）

ツ

反

お

日

日

・

ω
J
日
・
叩

B
C
G

U

白

川
－
m
Jロ
・∞

野
中
地
区
（
藤
塚
公
民
館
）

ツ

反

お

日

日

・叩
J
目
・∞

B
C
G

U

日

は
－
m
J日
・
∞

（
民
生
課
）

乙
種
危
険
物
取
扱
主
任
者

試
験

（第
四
類
）

試
験
期
日

誠
験
場
所

受
験
申
込

六
月
十
二
4

日
（

H
）

富
山
市
、
高
岡
市
、
魚
津
市

五
月
．

H

J
瓦
月
二
十
日

県
庁
内
媒
消
防
課
へ

受
験
の
た
め
の
講
習
会

仏
間
作
市
川
カ
厚
生
会
館
五
月
二
十
日

向
作
市
民
会
館
六
月
一一
日、

一て
日

申
込
は
五

H
前
ま
で
に
消
防
署
へ

試
験
実
施
要
項
、
受
験
願
潜
等
は
消
防
署

に
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
梢
防
署

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。（
消
防
署
）



くの

私
た
ち
が
文
化
的
生
活
を
営
む
う
え
に

欠
く
乙
と
の
で
き
な
い
事
業
で
あ
り
な
が

ら
、
と
か
く
股
任
さ
れ
が
ち
で
あ
り
、

一

時
し
の
ぎ
の
状
態
で
あ
っ
た
環
境
術
生
事

業
を
強
力
に
推
し
進
め
よ
う
と
、
乙
の
た

び
朝
日
町
衛
生
協
力
委
員
会
が
発
足
し
、

各
分
野
に
環
境
衛
生
観
念
の
普
及
徹
底
を

図
り
、

美
し
く
住
み
よ
い
町
づ
く
7
に
努

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
住
民
各
位

一
一
層
わ
仁
川
刀
を
お

l
－a

・
願
い
し
ま
す
ゅ

E
A

マ

目

標

発

…

し

閣

芥

収

集

の
円
滑
化

h
b
x

…
円
，
レ

ゴ
ミ
を
河
川
や
下
水
に

M
U
一

捨
て
な
い
習
慣
を
つ
け

E
S
H

る
こ
と

委

…

乱

下
水
や
河
川
の
消
婦
を

『
J

…

自
発
的
に
行
な
う
よ
う

1

・

ト
L

H

に
す
る
こ
と

K
U

4

衛
生
害
虫
の
駆
除
（
集

生

…

問

）
を
行
な
う
こ
と

匹
目
．

1

自
分
の
身
体
を
守
る
た

同
川

日

め

集

団

検

診

や

予
防
接

岡
阿

…

郭

を

受
け
る
こ
と

R
H

…
ι
自
分
自
身
が
術
生
知
品川

畑
町

一

を

探

め

る

こ

と

－E

V
衛
生
協
力
委
員
会
役
員
及
び

委
員

会

日

米

削
内
二

刷
会
M

越
坂
作
伊
稲
村
践
古

照

市

岡

ア

い

叩
‘
玉
木
俊
夫

金
井
和
現

存
崎
信
明

紙

一
一
則
市
「
田
清

幹

邪

青

木

期

一

大
和
院
吉

橋

実

中

村

雄

一一
－

マ
衛
生
協
h
H
蚕
員
名

藤
井
時
雄
（
温
泉
町
）
偽
端
も
り
ゑ
（

上
憤
尼
）
東
崎
良
般
（
宮
本
町
）
平
柳

照
夫

（
崎
山
町
）
双
川
和
夫

（
西
下
町

）
京
地
栄
悦
〈
中
三
浦
町
）
商
品
陽
子

（州
－一一
州
町
）
小
杉
作
次
（
中
川
）
庇
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尼
普
択
（
弥
生
町
）
古

市
秀
太
（
大
屋
）
寺
崎

椛
（
消
水
町
）
笹
川
茂

（
泊
保
）
美
佐
久
爾
（

一一
川
一
丁
目
）
米
田
幸

成
（
荒
川
四
丁
目
）
吉

江
徳
松
（
荒
川
五
丁
目

）
池
原
博
（
禾
広
町
）

岩
田
繁
怯
（
中
道
下
）

山
本
常
次
郎
（
ヒ
道
下

）
田
中
久
雄
（
日
東
町

）
凶
岡
栄
作
〈
平
柳
）

（
民
小

波
）

人
‘つ
く
り
は
健
全
な
妊
婦
か
ら

朝

日

町

母

親

学

級

開

設

豆仁πナ内一 容 1_ _11年－－ -fl¥1-1一助 iiJf 

2Jl26 Ld航船中 0）衛生・1i3. 00～14 .ool保健所
3・12 I ~ft 娠中の栄護 ； ク ウ

3・26 1；おVRのためのr院備 守
4・23 Iお尿と il¥.：祷期
5・28 I赤ち hんの活物
6・25 I赤らゃんの育て方
7・23 I赤ちゃんの入市
8・27 I受 胎淵節

，， 
，， 
，， 

，， 

。

，， 
，， 

，， 

，， 

，， 

，， 

ー
朝
日
町
学
校
教
育

l
l
i

r－
－

研

究

会

総

会

L

朝
日
町
学
教
研
で
は
、
四
月
十
九
日
泊

小
学
校
で
研
究
総
会
を
聞
き
、
新
従
員
の

選
出
、
本
年
度
の
研
究
計
画
を
き
め
た
。

講
演
会
、
研
究
発
表
会
、
同
好
会
の
育

成
等
は
小
中
学
校
「
本
で
行
な
う
が
、

各

教
科
此
ぴ
道
徳
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
毎

月

一
凶
第
二
月
曜
に
、
小
中
別
に
分
れ
て

（
小
学
校
は
町
敬
位
、
中
学
校
は
郡
単
位

）
共
同
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
年
度
の
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
あ

－
る
。

一
会

以

尚

以開
示
繁

一

刷

会

民

間

間

筒

（

中

教
研
代
表
）

一

六
凶
弥
一ニ
郎
（
小
数
研
代
表
）

一
小
学
校
教
宵
研
究
部
長

一

位

会

大
倉
太
三
郎
（
笹
川
）

－
n数
占

附

突

言

（境
）

一

男
利

谷

口

一
夫
（
南
保
）

一

保
健
太
殺
富
駅
、
〈
泊
〉

一

J

川
駅
川
ハ
部

隊
船
松
（
泊
）

一

家
庭
木
島
ひ
ろ
え
（
宮
崎
）

一－

道

徳

釦

um雄
（
．
A
ケ
陀）

一

教
剛
山
川
必
久
（
ト
〈
J

狭
山
）

↑
中
乍
校
教
育
研
究
部
長

一

山
内
八
械
を
小
仰
に
別
に
川
止
め
る
u

一

町
内
各
学
校
に

一

航

空

写

真

寄

贈

一

町

議

酒

井

栄

氏

一

こ
の
ほ
ど
町
議
会
議
員
賠
井
栄
氏
の
好

－
邸
に
よ
り
刺
凶
町
管
内
小
、
小
学
校
及
び

一
分
校
社
十
－
－
校
、
技
び
に
伯
尚
校
、
町
役

一
場
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
字
校
を
中
心
に

一
し
た
額
縁
入

η
航
空
写
真
が
都
附
さ
れ
ま

一
し
た
の

。

マ
悶
和
四
十
年
度

朝
日
町
連
合
婦
人
会
重
点
目
標

変
貌
す
る
社
会
の
中
で
、
私
た
ち
婦
人

は
、
家
庭
の
管
閉
店
に
つ
い
て
い
ま

一
度
み

な
お
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

か
。
特
に
主
的
の
労
働
過
重
と
い
う
社
会

情
勢
か
ら
、
今
年
度
は
次
の
よ
う
な
重
点

目
標
を
か
か
げ
、
活
動
の
方
針

と
し
ま
し
た
。

。
い
ま
一
度
わ
が
家
を
ふ
り

か
え
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
主
と
し
て
家
族
の
健
康

に
つ
い
て

マ
単
位
附
人
会
後

境

水
島

．み
な

宮
崎

野

田

み

ね

笹

川

勝

田

す

い

泊

水

野

す

な

五
箇
庄

金
井
き
く
え

川

上

梅

子

江

開

富

枝

仙

名

敏

子

掴

川

て

る

りだよ.6. 
~ 

本
年
二
月
か
ら
、
母
子
術
ル
止
を
．
般
と
強
化
す
る
た
め
、
凶m附
f
T
対
象
と
し

て
脱
帽
検
診
と
併
行
し
て
、
母
親

γ級
を
開
ぷ
し
て
お
り
ま
す
。

厳
近
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
人
づ
く
り
、

人
間
特
需
は
、
健
全
な
航
制
か
ら
始
ま

η
ま
す
。
「か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
の
将
来
に
か
け
る
母
親
の
期
待
は
よ
さ
い
」
こ
の

親
の
願
い
を
か
な
え
た
い
こ
と
に
時
制

学
級
を
開
い
た
動
機
が
あ
り
ま
す
d

人
生
の
始
ま
り
が
出
生
の
瞬
間
で
は

な
く
、
受
胎
の
始
ま
り
で
あ
り
、
新
作

児
死
亡
や
米
熟
児
出
作
は
吋
閣
の
知
臓

に
よ
っ
て
予
防
で
き
る
と
と
か
ら
、
い

ま
ま
で
保
健
附
で
指
ゅ
に
判
た

勺
て
方

ま
し
た
が
、
ま
だ
迷
信
や
封
姐
性
が
限

強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
や
、
多
忙
で
吋

子
衛
生
に
関
心
を
向
け
ら
れ
な
い
万
も

あ
り
、
庇
婦
の
衛
生
知
識
の
普
及
徹
氏

を
図
る
た
め
、
年
聞
を
過
し
て
防
御
学

四
献
を
次
の
内
容
で
計
画
し
ま
し
た
。

健
全
な
子
を
生
む
基
礎
で
あ
り
、
雌
凶

な
子
ど
も
を
育
て
る
母
親
と
し
て
の
勉

強
の
絶
好
な
機
会
と
思
わ
れ
ま
す
の
で

ぜ
ひ
出
席

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

直三野山南大
中崎保家

圧

乙
の
写
真
は
尚
度
問
、
五

O
O米
の
上

空
よ
り
顕
影
し
た
四
十
分
の
一
の
航
空
写

真
で
、
各
学
授
を
中
心
と
し
た
校
下
の
よ

う
す
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
り
、
子
ど

も
た
ち
の
関
心
を
高
め
て
お
り
、
ま
た
学

般
に
お
け
る
社
会
科
の
教
材
と
し
て
も
得

難
い
資
料
な
の
で
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま

↓v
。

教

育

蚕

員

会
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青

年

団

第
二
回
城
山
美
化
奉
仕
に
汗
流
す

朝
日
町
連
合
背
年
間
で
は
、

「
町
を
奨
組
織

一
同
体
が
美
化
を
行
な
っ
て
も
、
あ

し
く
す
る
運
動
」
を
展
開
す
る
こ
と
を
昨
と
か
ら
あ
と
か
ら
よ
亡
す
よ
う
で
は
全
く

年
に
引
き
続
き
重
点
活
動
目
標
と
し
て
あ
饗
の
河
原
で
あ
る
ι

げ
て
い
る
が
、
そ
の
紡
捕
と
し
て
、
第
一一

一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
ま
わ
り
を
さ

回
城
山
美
化
準
仕
を
四
月
十
八
日
に
行
な

れ
い
に
す
る
こ
と
が
国
土
美
化
の
港
本
で

っ
た
ι

あ
り
、
郷
土
涯
の
表
現
で
あ
ろ
う
じ

四
月
む
ト
八

H
と
も
な
る
と
、
股
繁
期
以
山
よ
い
つ
ま
で
も
美
し
く
あ
れ
け

に
突
入
し
、
し
か
も
制
か
ら
ぐ
ず
ぐ
ず
と
（
朝
日
町
迎
合
財
年
団
長
寺
刷
芳
明
）

い
ま
に
も
日
き
出
し
そ
う
な

q
に
、
は
た

1
1
11
11
－
し
て
ど
の
限
度
集
ま
る
か

一

一

一

一

と

心

配

さ

れ
た
が
、
定
刻

＝

ノ

＼

＝
の
九
時
一
一
．

0
分
に
は
、

F

＝

’

二
恕
を
上
ま
わ
る
男
女
青
年

二

g
t
＝
－

三

O
名
が
集
ま
っ
た
c

二

島

巴

二
ま
ず
小
丸
山
グ
ラ

ン
ト

二

d

－z’
こ
に
お
い
て
央
化
集
会
を
附

／

＼

き
、
町
長
、
議
会
議
長
、
行

ー

年
川
O
B会
長
の
倣
励
の

za
こ
と
は
が
あ
り
、
以
後
に

ご

2
4
a
ニ

参
加
者
を
代
表
し
て
笹
川

＝

ロ

H
4
二
何
年
間
長
の

「
h
q

笑

。
に

二

’’
i

－

＝

対
す
る
欲
求
は
人
削
の
本

二

3
q
二

能
で
あ
る
。
今
後
私
た
ち

二

同

リ

＝
は
実
践
活
動
や
あ
ら
ゆ
る

こ

m
E
二

機
会
を
通
じ
て
美
化
の

W

FI
l
l－－

L

蒙
に
令
力
を
尽
く
す

L
H

の
美
化
宣
言
が
あ
っ
て
集
会
を
終
え
た
ψ

引
続
き
連
背
標
棋
を
先
頭
に
城
山
に
向

か
っ
て
行
進
、
本
丸
跡
周
辺
で
約
ち
に
竹

業
に
入

っ
た
。

日
曜
引
と
あ
っ
て
、
行
楽

wnが
ひ
っ
き

り
な
し
に
訪
れ
る
中
、

シ
バ
刈
り
を
中
心

に
午
後
一
一
．
時
ま
で
汗
を
流
し
、
み
ち
が
え

る
よ
う
な
美
し
い
城
山
に
生
ま
れ
か
わ

っ

青
年
団
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
美
化

運
動
を
展
開
す
る
が
、
い
く
ら
熱
心
に

一

ひあ(5) 
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写

真美
化
奪
仕
に
汗
を
流
す
膏
年
団

：待

” 

人

事

異

動

入
替
箸
察
署
長

旧
野
崎
健
二
↓
県
警
務
部
監
察
官
室

長

新
加
野
真
・
太
郎
↑
上
市
警
察
署
長

法
務
局
朝
日
出
彊
所
長

出
松
平
信
義
↓
法
務
局
魚
津
支
局

新
北
野
寅
↑
法
務
局
舟
見
出
張
所

職
業
安
定
所
朝
日
分
｛
金
主
任

川
越
政
治
↓
魚
様
職
安
調
査
ゃ
い
い

新
村
口
正
義
↑
魚
津
職
安
求
人
係
長

富
山
相
互
銀
行
泊
支
店
長

旧
今
弁
幸
吉
↓
岐
庫
県
高
山
支
店
長

新
野
崎
重
次
郎
↑
宇
奈
月
支
店
長

春
の
交
通
安
全

運
動
は
じ
ま
る

五
月
十
一
日

t
二
十
日

回

線

歩
行
者
の
安
全
を
確
川
体
す
る
c

飲
酒
運
転
を

「
．
セ
ロ
」
に
す
る
c

マ

守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ら

迎
転
者
の
万
に

O
歩
行
者
が
変
差
点
ま
た
は
そ
の
附

近
で
道
路
を
横
断
し
て
い
る
と
き
は

そ
の
通
行
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
し
ま

lυ

ょ
円
ノ
。

。

保
護
者
が
付
き
添
わ
な
い
で
兇
鼓

も
し
く
は
幼
児
が

一
人
歩
き
し
て
い

る
と
き
は
、
そ
の
通
行
ま
た
は
歩
行

を
妨
げ
な
い
よ
う

一
時
停
止
、
ま
た

は
除
行
し
ま
し
ょ
う
。

O
歩
行
者
が
繍
断
歩
道
を
渡
り
か
け

て
お
り
、
ま
た
は
渡
っ
て
い
る
と
き

は

一
時
停
止
を
し
、
そ
の
通
行
を
妨

げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う。

マ

。

絶
対
に
酒
を
飲
ん
で
運
転
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
G

歩
行
者
の
方
に

。

倹
断
歩
道
が
あ
る
場
所
の
附
近
で

は
、
横
断
歩
道
あ
渡
り
ま
し
ょ
う
。

O
徽
断
は
直
角
に
。
斜
め
に
横
断
し

な
い
こ
と
e

O
単
の
直
前
、
院
後
で
績
断
し
な
い

こ
と
。

O
道
を
轍
切
る
と
き
は
、
左
右
の
安

金
を
確
め
て
か
ら
渡
る
こ
と
。

一
般
家
庭
の
方
に

。

子
供
を
道
路
で
遊
ば
せ
た
り
、

ま

た
は
こ
れ
を
放
任
し
な
い
こ
と
。

O
幼
児
を
一
人
歩
き
さ
せ
な
い
こ
と

C
道
路
上
に
木
樹
、
空
箱
等
を
お
か

な
い
乙
と
。

料
飲
関
係
業
者
の
方
に

O
運
転
手
の
人
に
は
、

酒
を
出
さ
な

い
こ
と
。

O
若
し
運
転
中
で
あ

っ
た
場
合
に
は

タ
ク
シ
ー
で
送
り
絶
対
に
運
転
さ
せ

た
い
こ
と
。

（
入
箭
寝
間
爪蒋
）

農

繁

期

の

防

犯

O
ち
ょ
っ
と
の
用
足
し
で
も
き
ち
ん

と
戸
締
り
を
。

。
外
出
す
る
と
き
は
必
ず
隣
り
近
所

に
留
守
番
を
た
の
み
ま
し
ょ
う
。

。
窓
や
戸
に
は
カ
ギ
を
つ
げ
ま
し
ょ

ぅ
。
で
き
れ
ば
防
犯
ベ
戸
を
つ
け
ま

l
u
ょ
R
ノ
。

〈
入
善
一
審
察
署
）

nyι

？’・
F
h
u
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当
面
の
農
作
業

ぶ
年
の
稲
作
山
間
の
大
候
は
大
震
不
順

な
年
の
よ
う
ゼ
す
。
前
代
間
か
ら
問
題
が

多
い
年
で
す
の
で
、
．
入
院
の
民
間
予
報
に

は
十
分
注
母
し
て
旬
開
に
市ー
に
つ
て
く
だ

さ
い
。花
陸
地
帯
に
も
冷
涼
な
天
候
の
よ
う
で

す
、
凶
月
・
”ト
H
富
山
地
心
民
象
台
の
．
ペ

ケ
川
門
下
悩
（
ド
パ
J
じ
川
〉
で
は
次
の
よ
う

に
発
表
し
て
い
ま
す
。

A
t
般
概
況
つ
ゆ
入
門
は
例
年
よ
り
多
少

早
H
で
六
月
後
半
か
ら
七
月
に
か
け
て
つ

ゆ附制
限
の
入
以
い
か
多
く
、
ト
八
耐
の
降
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
ょ
う
ひ
つ
ゆ
川
け
は
お

く
れ
気
味
で
し
上
う
ο

五
月
概
況

k
旬
は
冷
た
い
－
M
気
圧
が
通

り
、
お
そ
舗
の
お
そ
れ
が
あ

η
ま
す
。
そ

の
後
は
わ
り
あ
い
畷
く
附
れ
る
け
も
多
い

で
し
ょ
う
c

卜
旬
は
つ
ゅ
の
は
し
り
が
現

わ
れ
そ
う
で
す
。
以
溜
は
や
や
変
動
が
大

き
い
見
込
み
で
す
が
、
が
自
制
は
高
目
、
ま

た
降
水
績
と
リ
聞
は
予
年
抜
の
見
込
み
で

す。六
月
段
況
つ
ゅ
は
例
年
よ
り
阜
自
に
入

り
、
中
聞
か
ら
鐘
雨
天
が
多
く
な
り
ま
し

ょ
う
。
月
の
平
向
気
温
は
平
年
並
み
か
低

H
、
降
水
量
は
多
円
、
ま
た
円
照
は
少
同

の
見
込
み
で
す
。

七
月
概
況
お
お
む
ね
梅
雨
型
の
気
圧
配

置
で
地
域
売
が
あ
る
が
、

一
時
大
雨
の
降

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

つ
ゆ
明
け
は

ひさあ（震強鎚易会号）第117号

例
年
よ
り
お
く
れ
ま
し
ょ
・1
。
日
の
．小
山

気
混
は
低
白
、
降
水
量
は
多
目
、
ま
た
日

照
は
少
自
の
見
込
で
す
。
富
山
県
と
し
て

は
、
四
月
の
低
温
、
七
、
八
月
の
多
．
耐
火

．
闘
の
懸
念
が
大
き
い
。

本
年
の
苗
代

判
H
町
の
前
代
で
特
に
感
い
市
代
を
見

る
と
、

mmff

mIほ
の
小
完
全
や
浮
山
し
の

じ刀
法
が
特
に
必
い
・む
の
が
多
’
＼
、
そ
の
・3

え
間
上
に
川
砂
を
同
い
つ
ん
官
。し
て
な
い

山
間
代
が
生
育
、
発
穿
と
も
に．
A
小
山
で
す
J

米
年
か
・
り
は
特
に
・
托
ぶ
し
て
総
本
技
術
は

干
寸
て
州
一
り
し
て
く
．た
さ
い
ω

田
植
の
法
意

的
の
生
育
が
お
く
れ
て
いν
ま
す
が
、
川
川

乃
本
袋
が
四
位
以
一
ト
し
に
な
っ
て
お
れ
ぷ
伝

川
hu
h宵
に
え
支
え
が
た
い
の
で
、
川
川
仙

ば
パパ
川
副
的
に

υな
い
ま
し
ょ
－
q

d

H

川
が
小

さ
か
っ
た
り
、
軟
か
い
市
を
M
m
え
て
除
引

割
引
．
を
ま
き
ま
す
と
要
害
が
山
や
す
い
J

ま

た
砂・
十
地
市
の
よ
う
に
収
も
ち
の
虫
い
川

「春の青少年を守る運動「｜
｜」－ 5月 1目～ 30日一一月！

も
向
い
か
山
ま
す
o
h
，年
は土
問
の
生
育
か
ら

み
て
活
着
後
の
撒
街
が
安
全
で
す
。
活
着

後
P
C
P撒
侃
は
田
植
え
か
ら
の
日
数
に

こ
だ
わ
ら
ず
活
泊
を
た
し
か
め
て
か
ら
撒

ト
仰
す
る
。
間
的
の
お
く
れ
や
す
い
山
は
a

T
川
中
併
後
に
鰍
似
し
て
く
だ
さ
い
。

p
c

p
人
肥
料
を
川
市
附
し
て
い
る
人
は
糊
代
し

て
か
ら
．
バ
リ以
卜
お
い
て
川
附
し
て
く
だ

さ
い
。

本
田
施
肥

ム
引
い
作
ば
併
さ
ぎ
か
ら
．
般
に
低
温
続
き

で
、
へ
F

作
n
U
H
H
則
予
削
聞
か
ら
み
て
も
．
大
肢

が
削
以
時

ρ
，b
y
川
市
が
山
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
午
は
特
に
孟
肥
の
泌
同
国
に
一
任

忘
し
て
、
昨
年
の
好
天
に
な
れ
て
多
肥
し

な
い
よ
う
多
少
は
必
ず
退
砲
で
き
る
稲
作

に
し
て
砲
し
て
く
．
た
さ
い
。
胞
肥
を
効
果

的
に
市
川
し
て
く
だ
さ
い
。
け
照
不
足
に

よ
る
体
内
に
よ
ッ
ソ
が
残
ら
な
い
よ
う
、

N
p
k
m
バ
ソ

ン
λ

の
と
れ
た
、
特
に
カ

り
ハ
惚
川
を
巧
え
て
く
．
た
ざ
い
。
山
口
ク

パ出近
伊
に
じ
少
作
小
川
川
凶
は
ま
す
ま
す
制
限
純
化
し
て
き
て
お
り
、
非
行

一

に
つ
ド
て
は
、
作
行
刑
山
低
ド
、
協
同
化
、
相
緑
化
な
ど
好
ま
し
く

t
一

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

－

丙
少
作
川
山
唱
を
双
山
匹
、
小
校
、
職
場
．
た
け
の
問
題
と
与
え
ず
に
、

関
係
機
関
、
同
体
、
そ
の
他
地
域
社
会
の
総
力
を
あ
げ
て
肖
少
年
の

健
全
台
成
の
た
め
じ
こ
の
出
動
を
強
く
推
し
進
め
ま

ν
ょ
う
。

ウ
運
動
回
限

山
健
全
な
家
庇
づ
く
り
を
よ
い
社
会
環
境
の
造
成

山
集
同
非
行
と
交
通
犯
罪
の
防
止

ω勤
労
円
少
年
の
教
育
mu
振
興
と
福
祉
の
地
進

ノ

サ
ヘ
リ

i
．カン

コ
お
と
な
は

f
ど
も
の
よ
い
お
手
本
に

。
き
ま

η
を
守
り
、
め
い
わ
く
を
か
け
な
い
人
に

ふ
み
ザ
か
ら
も
余
暇
の
樹
極
的
活
用
を

p

費
の
ひ
と
J

円
運
動
h
q

を
も
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

。
わ
が
，
l
q
hゲ
ひ
と
の

f
ゲ
を
問
わ
ず
子
ど
も
の
よ
い
行
な
い
を

は
た
と
き
は
、
ほ
め
た
り
、
励
ま
し
た
り
、
よ
く
な
い
行
な
い
や
危

な
い
逝
び
を
見
た
と
き
は
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
や
さ
し
く
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

（
占
少
年
問
題
協
議
会
〉

山
官
印
で
は
作
ぶ
害
に
よ
る
生
省い遅
延
防
止

に
努
め
て
く
．
た
さ
い
。
ま
た
初
期
生
育
促

進
の
た
め
リ
ン
サ
ン
が
不
足
し
な
い
よ
う

汚
え
ま
し
ょ
う
。
畦
融
問
資
料
の
活
川
も
忘

れ
な
い
よ
う
。

病
虫
害
防
除

本
年
は
冷
涼
明
白
山
の
手
先
が
予
測
さ
れ

ま
す
の
で
、
川
化
白
山
、
拡
桝
蛇
の
削
除
と

川

f
モ
手
桁
や
引
一
一栴
鎮
の
削
除
に
も
ト
分

一什
息
し
て
く
だ
さ
い
ふ

品
種
の
特
性
愛
に

一
言

－
平
年
は
県
．
円
で
収
縮
の
刊
付
掛
町
長
が
配

似
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

刈
取
則
に
作
成
し

て
く
だ
さ
い
J

成
熟
則
の
川
は

mm
り

か
ら
は
朝
日
町
で
は
早
く
な
η
ま
す
乃
で

そ
の
点
に
つ
い
て
多
少
の
ぷ
慢
が
川
ま
す

η
で
御
了
庶
く
だ
さ
い
。

制
刊
町
で
も
同平
同
地
h
V
L
L
刊
に
よ
り
多

？
の
（
h

は
あ
り
ま
す
が
、
出
参
与
ま
で

に
択
に
述
べ
で
み
ま
す
。

um薗
名

成

熟

期

昨

年

は

黒
部

一
号

九

月

十

二
川

・
h
口
凶

ゴ
モ
Y
サ
リ

ト

l

八
円

卜

71

u

マ
ン
リ
ョ
ウ

二
十
二
日

二
ト
什

ク
サ

ブ

ェ

・
a

卜
八
日

．． 
卜
h

ハ
け

こ
が
ね
も
ち

ト
川

八

円

以

t
を
参
考
に
柏
付
し
て
く
だ
さ
い
。

本
年
の
天
候
に
よ
り
多
少
の
沌
引
は
で
ま

ず
か
ら
と
了
承
く
だ
さ
い
。

（
朝
日
農
業
改
良
出
所
政
）

山
火
事
を
防
ご
う

長
い
冬
間
期
も
過
ぎ
、
野
良
仕
事
に
多

忙
を
極
め
、
山
間
地
畦
畔
の
枯
草
焼
却
に

ま
た
、
造
綜
地
の
じ
ご
し
ら
え
や

「
な
ぎ

倒
」
の
火
入
れ
は
、
哨
天
の
日
は
旬
日
の

ご
と
く
山
間
地
に
黒
煙
が
見
え
ま
す
が
、

一
脅
さ
き
は
異
常
乾
燥
状
態
が
多
く
、
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
山
火
事
が
頻
発
し
て
お
り
、

せ

っ
か
く
の
造
線
地
や
山
杭
資
顧
を
焼
失

n
I
－守’
s
n
h
v

し
、
山
小
原
一ま
で
選
投
し
て
も
向
り
ま
す
ぞ

今
後
は
山
菜
（
山
物
）
の
採
取
の
相
当
数

人
山
さ
れ
ま
す
が
、
択
の
事
項
を
必
ら
ず

叩
り
山
火
事
の
防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

記

．、

仰心
川ー
の

「
す
い
が
ら
」
は
必
ら
ず
卜
一

山中
に
即．め
、

mJヘ宇
佐
縫
認
す
る
こ
と
。

．
、
山
体
内
に
お
け
る

ブ
ヅ
ル
火

」
は
抱

対
に
し
な
い
こ
と
ο

．、

出
林
地
の
地
約
山
た
め
引
火
入
れ
は

役
場
ま
た
は
消
防
苫
に
凶
川
で

R
，叶
を

2
け
て
の
ち
だ
胤
一
す
る
こ
と
。

（
此
草
刈
）

日

本

体

操

安~
= 

第
四
回
朝
日
町
大
会

、
削
日

・
ハ
川
十

4
U
（九巾）

、
会

場

小

丸
山
グ
ラ
ン
ド
r

－
、
参
加
t
h

町
内
小

・
中

・
高
校
生
・
占
年
・
鮒
入

団
体
・
保
育
園
山

・
勤
労

m
－
一
般
社

会
人

凶
、
出
技
傾
向

出
手
、
持
械
体
様
、
体
育
ダ
ン
ス
、
遊

戯
、
民
謡
踊
、
江
田
楽
パ
レ
ー
ド

－
h
、
日
射

パ
レ
ー
ド
午
前
八
時
J

．つ
分
泊
駅
前

出
発
、
栄
町
、
荒
川
、
小
町
通
り
を

経
て
会
場
へ

先
頭
泊
小
学
校
舷
箔
陵

閥

会

式

午

前

九

時

一一
．0
外

出
技
開
始
午
前
十
時

終

了

正

午

※
雨
天
の
場
合
は
十
二
日
、
十
二
日
雨
天

の
場
合

中

止

〈

教

育

委

員
会
）

六六而Ji 

日
越

ド］｜司町
印役

刷場

定送印編
集
i首lj殺
発

（耐料所行


